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　教
育
委
員
会
の
評
価
報
告
書
で
、

増
加
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
現
在
、小
学
生
１
名
、中
学
生
３
名
。

要
因
が
家
庭
的
な
こ
と
と
、心
因
性
の

お
子
さ
ん
が
い
る
。

　
　
学
校
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
教

育
委
員
会
も
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
定
例
の
教
育
委
員
会
に
毎
回
状
況

報
告
を
し
、年
２
回
行
わ
れ
る
総
合
教

育
会
議
で
も
、
村
長
へ
の
報
告
等
を

行
っ
て
い
る
。個
別
の
状
況
は
全
て
把

握
し
て
い
る
。

　
　
危
機
管
理
で
ど
う
い
う
対
応
を
す

る
か
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
実
際
に
行
っ
て

い
る
か
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
不
登
校
、
い
じ
め
や
問
題
行
動
は
、

初
期
の
対
応
が一番
重
要
で
あ
って
、学

校
に
お
い
て
も
迅
速
な
報
告
を
、
今
、

推
進
し
て
い
る
。

　
　
小
中
学
校
に
お
い
て
在
籍
す
る
学

校
の
裁
量
に
よ
り
、フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

等
の
民
間
施
設
に
通
っ
た
期
間
を
出

席
扱
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
　村
で
は
、ど
う
い
う
状
況
で
認
め
ら

れ
て
い
る
の
か
。何
名
い
る
の
か
。ど

れ
ぐ
ら
い
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
の

か
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　「
出
席
扱
い
を
す
る
施
設
」「
出
席
扱

い
で
き
な
い
施
設
」
と
振
り
分
け
を
し

て
い
ま
す
。教
育
課
程
に
準
じ
た
形
で

学
習
支
援
等
を
含
め
て
い
る
と
こ
ろ
は

出
席
扱
い
に
し
た
い
。

　
　
児
童
・
生
徒
の
才
能
、能
力
に
応
じ

た
形
で
可
能
性
を
伸
ば
せ
る
と
こ
ろ
で

あ
れ
ば
、
教
育
セ
ン
タ
ー
と
か
不
登
校

の
特
例
校
と
い
う
の
が
あ
る
。

　
　
受
け
入
れ
の
態
勢
等
、
考
え
て
い
き

た
い
。

　
　「
各
学
校
も
調
整
を
行
う
べ
き
」
と

い
う
こ
と
の
共
通
認
識
の
中
で
、
統一

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
、
通
っ
て
い
る

生
徒
が
い
る
の
か
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
って
い
る
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。全
校
統一し
た
形
で
、
出

席
扱
い
に
し
て
い
く
方
向
で
作
成
を
し

て
い
ま
す
。

　
　
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

学
校
教
育
法
第
１
条
に
該
当
す
る
学

校
で
は
な
い
の
で
出
席
扱
い
に
は
な
っ

て
は
お
り
ま
せ
ん
。行
って
い
る
子
は
実

在
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
部
活
を
奨
励
す
べ
き
と

考
え
ま
す
。

　
　現
状
認
識
と
福
祉
健
康
課
と
連
携

す
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
答
え
て

く
だ
さ
い
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
中
学
校
の
部
活
に
お
い
て
は
、
で
き

る
種
目
が
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン

的
な
ス
ポ
ー
ツ
は
、
福
祉
健
康
課
に
繋

い
で
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
。

　
　
村
が
持
続
可
能
な
観
光
地
と
し
て
、

自
然
環
境
の
保
全
と
維
持
経
費
の一

部
負
担
を
入
域
観
光
客
に
環
境
協
力

税
と
し
て
、課
金
制
度
を
導
入
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

　
　商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
今
後
、
制
度
導
入
に
向
け
た
先
進

事
例
の
研
究
、ま
た
関
係
機
関
と
協
議

を
重
ね
な
が
ら
導
入
に
向
け
て
検
討
し

た
い
。

　
　村
長
　長
浜
善
巳

　
　
観
光
が
好
調
で
、
そ
れ
に
伴
っ
て
観

光
入
域
客
、ま
た
村
内
の
宿
泊
施
設
も

と
て
も
潤
って
い
る
。そ
の
中
で
、
村
民

が
潤
う
こ
と
が一番
だ
と
私
も
感
じ
て

い
る
。

　
　
宿
泊
税
と
か
検
討
す
る
自
治
体
が

増
え
て
お
り
、関
係
団
体
や
業
界
と
十

分
に
協
議
す
る
場
も
必
要
に
な
っ
て
き

た
と
思
って
い
ま
す
。

　
　
そ
う
いっ
た
と
こ
ろ
も
含
め
、考
え
て

参
り
た
い
と
思
って
い
ま
す
。
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質質

質質

質質

答 答
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答答

質答答

吉
山
盛
次
郎
　議
員

不
登
校
の
児
童
・
生
徒

学
校
の
部
活
動

入
域
観
光
客
及
び
ロ
ケ
地

利
用
に
係
る
課
金
制
度
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　平成２９年１０月１１日午後５時２０分頃、米軍普天間飛行場所属のＣＨ５３Ｅ大型輸送ヘリコプターが訓練中に東
村高江の民間地域に不時着し、炎上する事故が発生した。
　事故現場の周辺には、６か所ものヘリパッドが建設され、民間地の上空での訓練の激化により事故が発生した
ものである。米軍の発表によれば、周辺住民及び乗員７人に怪我はなかったものの、同機種は平成１６年８月、沖
縄国際大学に墜落・炎上する大事故を起こしている。
　一歩間違えば、多くの地元住民を巻き込む凄惨な事故となり得る出来事であり、基地と隣り合わせの生活を
余儀なくされている沖縄県民にとって、大きな衝撃を与えた。
　今年の３月８日には、金武町中川区及び宜野座村城原区に近い米軍キャンプ・ハンセン内の着陸帯「ＬＺファル
コン」周辺で、ＵＨ－１Ｙヘリによるつり下げ物資を落下させる事故も発生しているが、同基地に隣接する本村の
喜瀬武原地区では昼夜を問わず訓練が頻繁に行われている。
　恩納村も米軍所有のヘリパッドを３か所抱えていることから、今回の事故により、恩納村民は改めて自ら置か
れている危険な状況を再認識し、恐怖と不安を感じている。
　これまで米軍所有の軍用機における事故が発生する度、恩納村議会は米軍や関係機関に対して厳重に抗議
しているものの、状況の改善はまったく見られず、断じて容認できない。
　よって、恩納村議会は、村民及び県民の生命・財産・安全および生活環境を守る立場から、今回の事故に関し
て米軍や関係機関に厳重に抗議するとともに、下記事項について一刻も早く実現されるよう強く要請する。

記
　１．民間地の上空における米軍機の飛行訓練を即時中止すること。
　２．事故の原因を徹底的に究明し、その結果を速やかに公表すること。
　３．事故の原因が究明されるまでは、同機の飛行訓練を即時中止すること。
　４．日米地位協定を抜本的に見直し、改定すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成２９年１０月２４日
沖縄県恩納村議会

宛　先
　駐日米国大使　在日米軍司令官　在沖米国総領事　　沖米四軍調整官
　内閣総理大臣　外務大臣　防衛大臣　沖縄及び北方対策担当大臣　沖縄防衛局長

（平成29年11月20日）第134号

米軍CH53E大型輸送ヘリによる
不時着炎上事故に対する抗議決議（意見書）

　４月6日、１３日に起きた「安富祖ダム建設工事現場における
流弾事件」に対する本村議会の意見書に対し、１１月１４日に恩
納村議会・基地問題対策委員会は、調査結果と射場の運用規
則の改善等の報告の説明を受けた沖縄防衛局から、その内容
の報告を受けた。
　その説明の中で、詳細な調査報告と運用改善の具体的な情
報開示があるものと思っておりましたが、残念ながら概要のみ
に留まりました。
　当委員会としては、引き続き具体的な情報開示を米軍側に
強く求めるよう、沖縄防衛局に対して申し入れを行いました。
　本村議会としては、基地問題対策委員会にて各種情報など
を収集検討したうえで、米軍側・沖縄防衛局に対して抗議決議・
意見書の提出を検討しております。

基地問題対策委員会

安富祖ダム流弾事件に対する調査結果報告
具体的な情報は、開示されず！！

沖縄防衛施設局による基地問題対策委員会への
調査報告


